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込んでしまう傾向があるのですが、お客さんも

そうしてSPIの推進に取り組まれたのではない

ですか？」と誘ってみた。

「そうかも知れません。現場のプロセスを改善

するために、プロセスの定義やいろいろな標準

を作ってきました。それを現場に取り入れても

らうために何度も説明し、結果に対してもいろ

いろと検証してきました。でも、なかなか効果

が上がりません。最近は、上の方からは生産性

や品質などで結果を出すことを強く求められる

ようになってきました。取り組んでから２年

経っていますので」

「なるほど、ところで客さんは、SPIの担当者

としての取り組みの定義をされましたか？」

「それって私の取り組みのことですか？」

「そうです。SPI担当者としての取り組みの定

義です」といわれて激しく動揺している。多く

のSPI推進の担当者は、現場の設計者たちの活

動のプロセスを定義して、それを守ることを押

し付けているが、その前に、推進者としての自

分自身のプロセスを明確にしていない。そこに

生真面目さが加わって空回りする。

「それは、現場のソフトウェアの開発プロセス

を合理的なものに改善すること、ということと

思っていますが」

「思っているだけでは不十分ですね。文章にし

なければ役に立ちませんよ。それに、文章にし

ない状態では、何となく分かったような気に

なっているだけで、たとえばそこにある現場の

開発プロセスとは何なのか、それはどこにある

のか、ということも突っ込んで考えることがで

きません。普通はね」

といって、出来立てのコーヒーを差し出した。

煎れたてのコーヒーを啜りながら、カウンター

の無効で考え込んでしまった。

「ところで、失礼な言い方になりますが、現場

の人たちの“現状のプロセス”というのはどこ

にあると思っていますか？」と尋ねてみた。

「それを定義したものがないから混乱して

いるのだと思っています」

「やっぱり、そういう認識ですか」

「え、違うのですか？」と困惑した顔だ。

「どうやら、最初に“プロセス”とは何か、と

いう定義が必要ですね」

「それは、入力物を出力物に変換する仕組み、

すなわち作業と考えていますが。間違ってます

か？」

「それで間違っていませんが、問題は、そのプ

ロセスがどこにあるかです。作業をしている以

上、何らかのプロセスがあるはずですよね」

「ですから、それが定義されていないのが問題

だと思っているのです」

おっと、また元に戻ってきてしまった。

「そうです。定義書の形で定義され

ていないことが問題なのですが、だ

からといって、“プロセス”が存在

していないと言うわけではありませ

台風が通り過ぎた後は朝から蒸し暑い。店の外

には、台風の風で引きちぎられた木の葉が歩道

や店の壁に張り付いている。それを箒でかき集

めていると、汗が噴きだしてくる。それでも、

昨夜はコウロギの鳴き声が聞こえた。

「こんにちは」

５０歳ぐらいの人が静かに入ってきて、カウン

ターの方に進んできて、

「あの～、２年ほど前にお邪魔したことがある

のですが、覚えてらっしゃらないですよね」

といって、ゆ静かにカウンターの席に座った。

２年前、と言われても、この間に同じような人

は何人もこの店に来ているし、カウンターの席

に座って、いろいろと話しをしてきたから、簡

単には思い出せない。でも何か気になる。この

物静かな雰囲気、記憶のどこかで引っ掛かって

いる。・・・そうだ、

「あの時、お客さんが今の席にいて、横で２人

の若いエンジニアと私がＣＭＭやプロセス改善

のことについて話しをしていたときに、途中で

話しに割り込んできた方ですね。自分もSPIの

推進役になったところで、何をすれば良いのか

良く分からず、・・駅前の本屋さんに寄って何

冊か本を買ってきた帰りだとか、おっしゃって

いたですよね」

「はい、そうです。いや～、２年前の１回のこ

とを覚えていらっしゃるなんて、驚きです」

「あの時、話しの中で盛んにメモをとってまし

たよね。ちょっと、真面目すぎるな、と思った

こともあって、記憶していたのでしょう」

「あ～、そうですか、“真面目すぎる”と思わ

れたのですか。鋭いですね。当たっているのか

も知れません。でも、自分のスタイルって、気

がつかないまに出てしまいますよね。自分では

どうしようも無いのかな、という気もします」

「分かっていれば、変えることができる部分は

あるのでしょうが、自分のことに気付いてない

ことの方が多いのでしょう。もっとも、“真面

目すぎる”からと言って、不まじめになること

はできないし、それは間違いですけどね」

と、言われて迷路に入ってしまったようだ。脱

出する方法が見当たらずに困惑している。

ちょっと、言い過ぎたかな、と思いながら、

「ブレンドでよろしいでしょうか？」

と切り替えてみた。

「はい、このお店の特製ブレンド、というのを

お願いします」と言ったところで落ち着いた。

「ありがとうございます」と会釈して、コー

ヒーを煎じる用意に取り掛かかった。

この客は、SPIの推進で悩みを抱えていると思

われるが、いわゆる“真面目すぎる”ことにも

原因の一つがあると思われるので、ここを外す

わけにはいかない。

カップをお湯に浸して温め、ドリップに熱湯を

注ぎながら、

「真面目すぎる方って、必要以上に仕事を抱え
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り ふ れ

ん。その証拠に、毎回同じようなことをやっ

て、同じような結果になっています。これは、

どこかにプロセスが存在していることを意味し

ていると思いませんか？」

と、突っ込まれて高ぶった気持ちを落ち着かせ

るかのように、コーヒーを啜ってい

る。しばらくして、自信なさそうに、

「それって、“習慣”の中にプロセス

があるということですか？」

「そうです。皆さん長い時間をかけ

て、体の中にプロセスを染み込ませたのです」

「私は、これまで現場のエンジニアが身に染み

込ませた“習慣”と戦ってきたのですか」

「いえ、習慣と戦ったのは現場のエンジニアの

方です。あなたは、習慣と戦うことを仕掛けた

だけです。でも、それが“習慣”との戦いであ

ることを気付かせなかったし、彼らも気付いて

いないかも知れません」

「習慣が相手だと、簡単には変わらないのも分

かるような気がします。でも“習慣”が相手だ

とすれば、これまで私は現場の人たちに随分無

理なことを強いてきたのかも知れません」

「そうでしょうね。習慣を克服するには、練習

が必要ですし、そのために相談に乗ってくれる

人、いわゆるコンサルタントが必要です」

「コンサルタントですか？」

「コンサルタントといえば大げさですが、社内

の人で構わないですよ。ただ、習慣を克服した

人でないと勤まらないかも知れません」

「そんな人がうちにいるのかな？」

「本来は、SPIを推進する役の人がそのコンサ

ルタントの役を担えば良いのですが、一般に

は、SPI担当者の役割を明確に定義していませ

んし、その役を担えないことが多いようです」

「わかりました。それが最初にマスターがおっ

しゃられたSPI推進者のプロセスの定義という

意味ですね」

「もう一つ重要な役割があります」

と言われて、一瞬、怪訝そうな表情を見せたが

「現場のエンジニアのプロセスを改善する他に

何か役割があるのですか？」

「ソフトウェアの開発プロセスは、組織が違っ

てもある程度似たところがあるのですが、それ

ぞれの組織において特徴があります」

「はい、それは分かります。扱っている製品や

システムも違いますし、設計の成果物でもいろ

いろな違いがあります。それって、プロセスも

違っているということですよね」

「そうです。ただし原因は他にもあります」

と言って間を置いてみたが、割り込んでくる様

子が見えないので、

「最大の要因は、組織の習慣です。組織の文化

と言っても良いかも知れません」

これでも、ピンと来ないようだ。

「それって、どういうものですか？」

「例えば、褒める習慣が組織にありますか？　

お互いに上手いやり方を見て褒めますか？　上

司は、褒めますか？」

「いえ、あまり見たことがありません」

「現場のエンジニアたちがプロセスの改善に取

り組んでいるときに、彼らの上司である管理職

の人たちは何をしていますか？」　（つづく）

S P I 推進者は、自らに課せられているプロセ

スを、PFDと文章で定義してみるとよい。
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な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
、

三
五
〇
兆
円
と
い
う
郵
貯
・
簡
保
の
保
有

高
は
大
き
す
ぎ
る
。
民
営
化
し
た
と
こ
ろ

で
、
こ
の
資
金
を
民
間
で
活
用
で
き
る
状

況
で
は
な
い
。
結
局
、
政
府
や
政
府
機
関

が
発
行
す
る
「
債
権
」
を
購
入
す
る
こ
と

に
な
る
だ
け
だ
。
一
〇
月
に
民
営
化
さ
れ

る
道
路
公
団
も
、
同
様
の
債
権
を
発
行
し

て
「
郵
貯
会
社
」
か
ら
資
金
を
調
達
す
る

こ
と
に
な
る
。
「
郵
貯
会
社
」
も
他
に
借

り
手
が
い
な
い
状
況
で
は
、
不
良
企
業
と

分
か
っ
て
い
て
も
貸
し
出
す
し
か
な
い
。

あ
る
い
は
、
運
用
成
績
を
上
げ
よ
う
と

焦
っ
て
、
海
外
の
“
う
ま
い
話
”
に
乗
せ

ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
国
民
の
最
後
の
資
産

を
失
う
か
も
知
れ
な
い
。
世
界
の
金
融
の

プ
ロ
た
ち
は
、
こ
の
三
五
〇
兆
円
を
虎
視

眈
々
と
狙
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
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と
こ
ろ
で
、
日
本
政
府
の
背
中
に
隠
れ

て
、
こ
の
三
五
〇
兆
円
を
狙
っ
て
い
る
の

は
、
何
を
隠
そ
う
ア
メ
リ
カ
政
府
で
あ

る
。
郵
貯
・
簡
保
の
民
営
化
を
も
っ
と
も

待
ち
望
ん
で
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
政
府
な

の
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
で
出
費
が
か
さ

ん
で
財
政
が
急
激
に
悪
化
し
て
い
る
ア
メ

リ
カ
政
府
に
と
っ
て
、
こ
の
三
五
〇
兆
円

が
米
国
債
権
と
交
換
で
手
に
入
れ
ば
、
現

政
権
に
と
っ
て
残
さ
れ
た
任
期
中
の
や
り

繰
り
の
目
処
は
つ
く
。
日
本
国
民
の
最
後

の
資
金
が
、
日
本
の
国
内
の
借
金
を
減
ら

す
た
め
に
活
用
さ
れ
る
前
に
、
ア
メ
リ
カ

政
府
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
§
・
・
・
・
§

　
基
本
的
に
、
社
会
的
基
盤
を
構
成
し
て

い
る
事
業
は
、
安
易
に
民
営
化
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
郵
便
事
業
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
電
子
メ
ー
ル
が
進
行
す

れ
ば
、
民
間
企
業
の
「
メ
ー
ル
便
」
も
消

え
る
だ
ろ
う
が
、
世
界
中
の
郵
便
が
電
子

　
郵
政
民
営
化
法
案
が
参
院
で

否
決
さ
れ
た
こ
と
で
衆
院
が
解

散
さ
れ
、
急
遽
、
総
選
挙
に
突

入
し
た
。
国
民
の
支
持
を
受
け

て
首
相
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
郵
政
民
営
化
を
国
民
に
問

い
直
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る

が
、
そ
の
裏
に
は
、
何
が
何
で

も
こ
の
法
案
だ
け
は
通
す
、
と

い
う
首
相
の
姿
勢
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
本
来
な
ら
、
国

民
投
票
で
決
め
れ
ば
良
い
こ
と

だ
が
、
日
本
に
は
国
民
投
票
の

制
度
が
な
い
。

　
な
ぜ
郵
便
事
業
ま
で
民
営
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、

「
民
で
で
き
る
こ
と
は
民
で
や

る
」
と
い
う
説
明
だ
け
で
あ

る
。
そ
れ
な
ら
、
地
方
自
治
体
が
運
営
し

て
い
る
交
通
機
関
も
全
部
「
民
」
で
や
れ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
、
郵
貯
と

簡
保
の
資
金
と
そ
の
運
用
が
国
家
財
政
の

ゆ
が
み
の
原
点
に
な
っ
て
こ
と
で
あ
っ

て
、
そ
こ
に
郵
便
事
業
を
巻
き
込
ん
だ
こ

と
が
、
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
§
・
・
・
・
§

　
「
民
営
化
」
と
は
、
資
本
の
論
理
で
経

営
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
単
に
経

営
主
体
を
「
官
か
ら
民
」
に
移
す
だ
け
で

は
な
い
。
そ
し
て
資
本
の
論
理
と
は
、

「
資
本
こ
そ
が
利
潤
を
生
む
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、
「
競
争
の
原
理
」
も
「
新

規
参
入
」
も
「
資
本
こ
そ
が
利
潤
を
生
む
」

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
派
生
し
た
一
つ
の
表
情

に
過
ぎ
な
い
。
民
営
化
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
「
資
本
こ
そ
が
利
潤
を
生
む
」
と

い
う
怪
物
を
招
き
入
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。

表
面
を
ど
の
よ
う
に
誤
魔
化
し
て
も
、
最
後

は
こ
の
論
理
に
従
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
効
果
を
上
げ
る
領
域
も

あ
る
が
、
す
べ
て
の
領
域
に
当
て
は
ま
る
わ

け
で
は
な
い
。
利
潤
の
追
及
を
強
く
求
め
す

ぎ
る
と
弊
害
が
出
る
領
域
も
あ
る
。
民
営
化

を
美
化
す
る
こ
と
は
危
険
す
ぎ
る
。

　
　
　
　
　
§
・
・
・
・
§

　
た
と
え
ば
、
国
鉄
の
民
営
化
は
成
功
し
た

と
い
え
る
の
か
？

　
確
か
に
、
経
営
上
の
判
断
や
行
動
は
迅
速

化
し
た
部
分
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、

も
と
も
と
独
占
企
業
で
あ
っ
て
、
場
所
に

よ
っ
て
は
競
争
の
原
理
は
働
か
な
い
。
逆
に

民
営
化
に
よ
っ
て
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
」
を

作
り
易
く
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
利
益

を
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
に
移
し
て
も
、
誰
か
ら

も
文
句
は
言
わ
れ
な
い
。
経
営
者
も
、
特
殊

な
企
業
の
経
営
者
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
利
益
の
追
及
を
優
先
し
す

ぎ
て
、
安
全
を
犠
牲
に
し
た
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
§
・
・
・
・
§

　
郵
貯
の
資
金
が
道
路
公
団
に
流
れ
込
ん
だ

り
、
無
駄
な
橋
や
箱
物
の
建
築
に
使
わ
れ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
巨
額
な
資
金
が
、
国

の
予
算
と
は
別
に
操
作
で
き
た
こ
と
、
そ
こ

に
チ
ェ
ッ
ク
機
構
が
働
い
て
い
な
い
こ
と
が

問
題
で
あ
っ
て
、
民
営
化
し
か
解
決
方
法
が

音音

　
本
来
、
貨
幣
は
モ
ノ
の
交
換

を
仲
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
資

本
主
義
が
発
達
し
て
い
く
中
で
、
「
モ

ノ
」
の
価
値
は
不
安
定
に
な
っ
た
。
一

年
も
た
て
ば
新
し
い
価
値
を
持
つ
「
モ

ノ
」
が
市
場
に
姿
を
現
し
、
そ
れ
以
前

の
「
モ
ノ
」
の
価
値
を
打
ち
消
し
て
し

ま
う
。
資
本
主
義
が
発
達
し
て
、
生
産

活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
は

逆
に
、
「
モ
ノ
」
の
価
値
が
不
安
定
に

な
っ
て
行
く
。
そ
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
貨
幣
し
か
信
用
で
き
な
く
な
っ
た
貨

幣
は
、
貨
幣
自
ら
に
価
値
を
見
い
だ
し

て
、
貨
幣
を
追
い
求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
「
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
」
は
、

そ
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
。

　
こ
の
状
態
は
、
従
来
の
資
本
主
義
の

範
疇
を
越
え
て
し
ま
う
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。
二
〇
世
ま
で
続
い
て
き
た
、

資
本
が
「
モ
ノ
」
を
介
し
て
社
会
の
豊

か
さ
を
演
出
す
る
、
と
い
う
役
割
を
放

棄
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
も
と
も

と
、
先
進
国
で
は
、
「
モ
ノ
」
に
よ
る

豊
か
さ
が
あ
る
程
度
普
及
し
た
こ
と

で
、
資
本
（
貨
幣
）
の
役
割
も
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。
日
本
の
金
融
機
関
に
資
金

（
貨
幣
）
が
だ
ぶ
つ
い
て
い
る
こ
と

は
、
そ
の
こ
と
の
表
面
化
で
も
あ
る
。

　
ど
う
や
ら
、
二
一
世
紀
に
は
、
従
来

の
資
本
主
義
を
越
え
た
新
し
い
社
会
・

経
済
の
仕
組
み
や
規
範
を
必
要
と
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
時
、
郵
便

事
業
を
誰
が
担
う
の
か
。
郵
便
は
、
水
の
供

給
と
同
じ
社
会
的
基
盤
事
業
で
あ
る
。
政
府

が
税
収
と
は
別
に
資
金
が
必
要
な
ら
、
そ
の

つ
ど
国
債
を
発
行
し
て
国
民
か
ら
集
め
れ
ば

よ
い
。
そ
の
方
が
、
透
明
性
が
高
く
、

チ
ェ
ッ
ク
が
働
き
や
す
い
。

　
　
　
　
　
§
・
・
・
・
§

　
も
し
、
必
要
以
上
に
民
営
化
を
礼
賛
さ
れ

る
と
、
「
水
」
ま
で
民
営
化
さ
れ
か
ね
な

い
。
四
国
で
の
水
不
足
は
今
に
始
ま
っ
た
こ

と
で
は
な
い
。
地
形
的
に
ダ
ム
を
作
る
こ
と

が
無
理
だ
と
す
れ
ば
、
海
水
を
淡
水
化
す
る

方
法
が
あ
る
。
し
か
も
日
本
の
企
業
が
中
東

の
国
に
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
を
納
入
し
て
い
る

実
績
ま
で
あ
る
。
但
し
、
今
の
四
国
の
地
方

自
治
体
に
は
そ
の
資
金
が
な
い
。
そ
こ
で

「
水
道
事
業
」
を
民
営
化
す
れ
ば
よ
い
、
と

い
う
議
論
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
行
の

「
組
合
方
式
」
に
も
問
題
は
あ
る
が
、
安
易

に
民
営
化
す
れ
ば
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起

き
る
。
残
念
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
水
道

事
業
の
民
営
化
は
、
裏
で
着
々
と
進
行
し
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
水
道
事
業
も
、
世
界
の

巨
大
資
本
が
狙
っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
こ
と

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
も
報
道
さ
れ
て
い
る

（
八
月
二
〇
日
、
二
一
日
放
送
）
。

　
　
　
　
　
§
・
・
・
・
§

　
政
府
は
、
郵
政
民
営
化
が
、
こ
の
後
の
民

営
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
「
起
点
」
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
て
、
こ
こ
を
突
破
す
る
こ
と

で
、
「
小
さ
な
政
府
」
を
旗
印
に
、
「
民
営

化
こ
そ
善
」
と
で
言
わ
ん
ば
か
り
の
ム
ー
ド

が
で
き
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
　
　
　
■

"民営化" の意味するところ

「
金
融
市
場
が
、
モ
ノ
の
市
場
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
て
そ
れ
自

体
が
大
き
な
利
益
を
生
み
出
す
よ
う
に
な
る
と
、
モ
ノ
へ
向
か
う

は
ず
の
貨
幣
は
、
貨
幣
自
体
へ
と
向
か
う
よ
う
に
な
る
。
貨
幣
が

貨
幣
を
買
お
う
と
す
る
。
ま
さ
に
実
物
経
済
を
離
れ
た
『
シ
ン
ボ

ル
経
済
』
で
あ
る
」
　
　
　
（
佐
伯
啓
思
「
成
長
経
済
の
終
焉
」
よ
り

今月の一言


